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茨城県⽴情報テクノロジー⼤学校では、⾼度かつ
実践的なIT技術者を育成します。
「情報テクノロジー⼤学校の事業主推薦制度活⽤」
と求⼈票に載せることで、研修制度の充実を保証
し、採⽤の魅⼒につなげることができます。

茨城県立情報テクノロジー⼤学校では、⾼度かつ
実践的なIT技術者を育成します。
「情報テクノロジー大学校の事業主推薦制度活用」
と求人票に載せることで、研修制度の充実を保証
し、採用の魅⼒につなげることができます。

＼POINT１／

入学料：126,750円

授業料：196,400円（半期）

2年間で、約100万円程度です。

経済的負担を抑えた学費

＼POINT２／

訓練期間中に支払った賃金の

一部が人材開発支援助成金に

より助成されます。

助成金

＼POINT３／
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詳しくは最寄りの都道府県労働局へ

国家資格の高い合格率

短期集中での資格取得を目指した

カリキュラムで『基本情報技術者

試験』に合格しています。

輝く未来は

ITからはじまる



茨城県立情報テクノロジー⼤学校

夏休み・春休みは会社へ
学習報告、OJT

週4日は基本情報技術者試験対策
　　     　とプログラミング基礎
週1日はOJT

専門課程修了入
学

100万円未満35万円未満

モデルカリキュラム

６か月で修了 ２年間 修了まで

「良い成績を取らなければいけない」という良い
緊張感を持つことができます。
また、わからない所やどんな授業なのか、先輩の話が
聞けるので心強いです。　

事業主推薦制度で入学した学生にインタビュー

情報セキュリティコース

　　小野瀬 あゆ 

情報システムコース

　　木元 心結 

手続きの流れ

採用

事業主が

高校生や

大学生等を

採用する

受験

事業主推薦

として

本校を受験する

受講

基本は2年間ですが、企業からの
要望に合わせご相談の上、教育
訓練期間やカリキュラムを決定
いたします。

基本は2年間ですが、企業からの
要望に合わせご相談の上、教育
訓練期間やカリキュラムを決定
いたします。

教育訓練期間

・茨城県内の事業所に勤務する（内定者を含む）者で、本校を卒業後も継続して雇⽤を保証される者
・本校を卒業後に推薦事業主の茨城県内の事業所に就職することが決まっている者
・茨城県内の事業所に勤務する（内定者を含む）者で、本校を卒業後も継続して雇用を保証される者
・本校を卒業後に推薦事業主の茨城県内の事業所に就職することが決まっている者

出願
資格
出願
資格

⼊学後の専攻コースは事業主の希望を優先し、受講する授業は選択できる科⽬もあります。
専⾨性が⾼い内容は企業内のOJTを授業に変えることができます。詳細はご相談ください。
入学後の専攻コースは事業主の希望を優先し、受講する授業は選択できる科目もあります。
専門性が⾼い内容は企業内のOJTを授業に変えることができます。詳細はご相談ください。

高校の先生から。▶

▶

社長から。▶

▶ IT知識がないまま実務につくよりも、2年間勉強し
てからの方が会社に貢献することができ、自分に
とってもよいと思ったため。

毎日何を学んだか訓練日誌にまとめて提出しています。
長期休校中は出社して社長からのプログラミングの
問題を解いたり資格の勉強をしたりしています。

社会人としての基本的なマナーや価値観を身に
つけつつ、専門的なスキルを習得できたことです。

求人の条件に書かれていた
「会社に所属しながら学校に通いITについて学べる」
という理由で選びました。

毎日、授業の内容をまとめて会社に報告しています。
長期休校中や授業が短縮されている日などは会社が
休みでなければ出社し学校の勉強や課題、会社から
の課題に取り組んでいます。

本校で授業を

受講する

Q1　事業主推薦制度を知ったきっかけは？

Q2　どのような理由で事業主推薦制度を選びましたか？

Q３　普段、会社へ報告や連絡はしていますか？

Q４　会社に所属しながら勉強をしていて良かったことは？

▶▶

▶▶

▶▶ ▶▶さん さん

県立多賀高校卒常磐大学 人間科学部
コミュニケーション学科卒

学務課【担当】

ご相談・お問合せ 029-269-5500029-269-5500029-269-5500
〒311-1131茨城県水戸市下大野町6342

文系大卒者の社員を教育する場合など

ITの基礎知識を身につけ、
基本情報技術者試験取得を目指す場合

例え
ば

高校新卒者の社員を教育する場合など

ITの基礎から応用までを体系的に学び、
システム設計、開発、テストに関する
スキルを習得する場合

例え
ば


